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研究成果の概要（和文）：本研究では，協調学習を円滑に進める際に学習者に求められる，「協調のスキルを測
定する評価手法」の開発を行った．具体的にはグループワークでよくある問題発生場面４つを複数コマから構成
される４つのマンガにし，その中の空欄の吹き出しを設定して「自分であればその状況をどう認識し（心の
声），他のメンバーに対してどう発言するか（発言）」を記入させ，その内容を協調のスキルを社会感情的側面
と社会認識的側面から評価する指標を構成した．さらに，教師への迅速な情報提供を将来的に可能とするための
デジタル化と自動評定の可能性についても検討した．

研究成果の概要（英文）：In this study, we developed an evaluation method to measure the skill of 
collaboration, which is required of the learner to promote collaborative learning smoothly. 
Specifically, four common problem occurrence scenes in group work were configured as four manga 
scenarios. The manga scenarios were to ask how to recognize and comment on the presented problem 
situation in the form of filling out blank balloons in the manga. Then, a rating rubric was created 
to evaluate the content entered by learners. In addition, we examined the possibility of 
digitization and automatic evaluation to enable teachers to provide information quickly in the 
future.

研究分野： 学習科学・教育工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
アクティブラーニングの一形態である協調学習の成功には，協調のスキルと呼ばれる人間関係の調整と適切な問
題解決のための調整が求められるが容易なことではない．それは協調のスキルが幾度も協調学習経験を経ること
で獲得されうるものだからである．故に学習者が持つ協調のスキルを事前に把握することは，学習支援を行う上
で大変重要である．本研究では，従来学習活動後にしか把握できなかった協調スキルを事前に把握し評価する手
法を開発することで，教授者支援に貢献するものである．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 学びの認識に関する研究は元来，個人の認識・信念の研究として展開していた．CSCL など
の協調学習支援研究の発展に伴い，学びに対する認識の対象範囲は個人内から他者との関係性
へと拡張し，認識主体性という概念で捉えられるようになった．そして協調学習環境デザイン
の研究領域では，認識主体性を高める要素技術が開発されている．そこでは，認識主体性の評
価方法として観察可能な行為を分析対象としたり，質問紙で理想と現状のギャップを回想的に
尋ねる手法がとられてきた．だが同じ行為でもそれを制御する認識主体性の質は必ずしも一致
せず，同一学習者でも類似場面で異なる行為がみられることがわかっている．また質問紙の回
答は客観性に欠けるという問題が残る．これらを改善し認識主体性を高める学習環境を提供す
るには，学習者の持つ認識主体性の質と行為の関係を明らかにすることが急務である． 
 
２．研究の目的 
 本研究では，協調学習場面における認識主体性，つまり学習者の持つ学びに対する姿勢や考
え方が学習中の行為を制御するメカニズムの解明を試み，実践場面で活用できる評価手法を確
立することを目的とした．そのために，対話理論やアクターネットワーク理論を背景に考案さ
れたプレゼンテーション教育手法でアイディアの多声的洗練の促進を特徴とするマンガ表現法
を採用して協調学習で起こりがちな学習者間の社会感情的・社会認知的問題をグループ内の葛
藤場面として構成，その状況認識と行為（具体的発言）をマンガ中の吹き出しに記述させる質
問紙を開発し，そこで得られた記述を評価するためのルーブリックを作成することとした． 
 
３．研究の方法 
 本研究では，まず，学習者の認識主体性を測定するためのマンガ形式の質問紙を開発し，そ
の妥当性の検証を行った．併せて作成した評定ルーブリックは，毎年収集するデータの評定の
過程で，都度微修正を行うことで洗練させるという方法をとった．さらに，得られた評定結果
と協調学習中の行動について対比し，学習者の持つ認識主体性の質と行為の関係について検討
を行った．最後に，開発したマンガ形式の質問紙で収集されたデータの整理を簡便化し，さら
に将来的にこの質問紙で得られた結果の教育実践での活用を見越して，質問紙の web 化と自動
評定の可能性について検討を行った．以下にマンガシナリオの開発と評定ルーブリック，シナ
リオの web システム化について説明する． 
 
⑴  認識主体性を測定する Collaboration Scenario-Based Scale for Emotion Regulation

（CSSER）の開発 
 学習者の協調学習場面における認識主体性を測定するにあたり，社会共有的調整学習
（Järvelä & Hadwin, 2013）を依拠する概念として採用し，これを協調学習の場面に展開して
実際に経験した困難について調査するAIRE（Adaptive Instrument for Regulation of Emotions; 
Järvenoja ら，2012）をベースにしたマンガシナリオ型の質問紙 CSSER を開発した．AIRE はそ
れまで主流であった質問から回答者が学習活動場面を各々想定した上で，選択肢で回答すると
いう現実に即していない手法とは異なり，実際に経験した問題を特定した上で，学習者がとっ
た調整方略を特定するものである．本研究ではAIRE が持つ５因子のうち日本の一般的な大学生
に対して適応可能であると考えられた後述の４因子を採用し，各因子１つずつマンガシナリオ
を作成した． 
 また，マンガのデザインにあたり，P-F スタディ（Rosenzweig, 1945）とマンガ表現法（鈴
木・加藤, 2008）の理論を基とするとともに，学習者の調整活動経験の有無に依存せず学習者
の調整方略を事前・事後テストとして使用可能にすること，学習者の持つ調整方略を発言とし
て表出する行動方略に加えて，その行動方略を導き出すまでに行われた思考プロセスを合わせ
て把握できるものにすることをデザイン要件とした．具体的デザインは４．研究成果にて示す． 
 
⑵ 評定ルーブリックの作成 
 CSSER の評定ルーブリックは，４つのシナリオそれぞれについて，Järvenoja ら（2012）に依
拠し２つの評価側面（社会認識的側面と社会感情的側面）から評定を行うことにした．評価基
準は社会共有的調整学習の３レイヤー（自己調整，協同調整，社会共有的調整）を踏まえた５
点満点とし，マンガシナリオ中の学習者自身が発生源となる吹き出し２種（「心の声」吹き出し
と「発言」吹き出し）を個別に評定することとした．つまり，１つのマンガシナリオにつき２
（評価側面）x２（吹き出し）x５点満点の２０点満点で評価を行うよう設計した． 
 
⑶ CSSER の web システム化：CRP（Collaboration Regulation Profiler）の試作版開発 
 上記⑴で開発した CSSER のシステム化は，次の要件を満たすものとした（主要件のみ）：①ブ
ラウザでアクセス・回答するものであること，②ログイン IDとパスワードを用い，個人を特定
できるものであること，③事前事後パラダイムで実施可能にするため，同一回答者が２回回答
できるようにすること，④調査目的の説明とチュートリアルを含むこと，⑤システムの使用に
関するヘルプ表示ができること，⑥シナリオ毎に記述内容を確定し，後戻りできないようにす
ること，⑦４つのシナリオは回答者毎にランダムな順で提示すること，⑧確定ボタンが押され
た時点で未記入の吹き出しがある場合，ワーニングを出すこと，⑨２度目の回答をする場合，



シナリオが１回目と同じ提示順序にならないようにすること，⑩シナリオ毎に所要時間を記録
できること，⑪クラス毎の回答者と回答内容の管理を可能とすること． 
 
４．研究成果 
⑴開発した CSSER と CRP 試作版の概要 
 CSSER の４シナリオの概要は表１，マンガの例は図１のとおりである．  
 

表１ CSSER の４シナリオの概要 
シナリオの因子 概 要 

Personal Priorities ある講義で，翌週の発表に向けてスライドを作成していたがまだ改善の余地

がある状態で授業終了の時間を迎える．グループで今後の活動予定を決める

時に，私事を優先し「最低限できればよい」と考える者と，課題を優先し「成

果物の完成度を高めるべき」と考える者が対立する． 

Work & Communication ある講義で，グループでの話し合い中，自分の意見を喋り続け他者への発言

機会を与えない者と，喋り出すタイミングを見つけることができず議論に全

く参加でない者がおり，生産的な議論が行われていない． 

Teamwork ある講義で，グループ内で各自パソコンを使って調べ物をする作業分担を行

うが， 1人が作業とは全く関係のないサイトを閲覧している．それに気づい

た他の者が遠回しに注意をするが，関係のないサイトを閲覧している者は，

その後も作業を再開しない． 

Collaboration ある講義で，翌週の発表に向けスライド作成の課題が課され，内容をメンバ

ー全員で話し合いながら作成するべきだと考える者と，内容を分割・分担し，

後で合体すれば良いと考える者がおり，衝突が起きている． 

           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ マンガシナリオの例（Teamwork） 
 
 
 シナリオ中のグループは全て 3 名で構成され，回答者はその中の一人という設定である．回
答者である「あなた」は他の二人の間で起きている問題に直面している． 
 次に，CSSER を web システム化した CRP 試作版のインタフェース例を図２に示す．ウィンド
ウの左側にはサムネイルが示され，真ん中のメイン画面には選択されたコマが表示されている．
右側のナビゲーションで現在位置が示されるとともに，記入例を表示できるようになっている． 

 
⑵ CSSER の評定結果と学習活動との関連性 
 協調学習主体の大学生初年次必修科目（約 70名履修）の開始前に CSSER を実施し，評定した
結果と，授業中のパフォーマンスの比較検討を行なった結果，授業中の学習活動で高い調整能
力を発揮した学習者は，低い学習者と比べて CSSER のスコアが有意に高いことが明らかとなり
（雑誌論文③），CSSER が学習者の協調学習における調整活動を予測できる可能性が示された． 
 これまでのところ，学習の調整能力を学習活動の前後で測定し確認できる手法は他に開発さ
れていない．CSSER は，協調学習を擬似的にその場で経験し回答させるという特徴を持ち，学 

 
 



 
図２ CRP のインタフェース例（試作版，マンガシナリオ取り組み中の表示） 

 
習者の協調学習経験に依存せずに実施できる点で意義がある．さらに学習者の調整能力の推移
の傾向や，調整能力を向上させる要因を明らかにできれば，学習者がより調整能力を向上させ
るような学習環境の構築，学習者への適切な支援提供の実現へと繋がることが期待される．  
 
⑶ 自動評定の探索的検討 
 学習者の認識主体性は，協調学習を始める以前に教授者がそれを把握することができれば，
グループ編成やグループ活動中の支援に役立てることができるだけでなく，事前事後パラダイ
ムで実施することにより，協調学習の経験を通じて認識主体性に変化が見られたかどうかを知
ることも可能である．しかしながらデータ収集が web 化されても評定を人手に頼る限り，迅速
な評定結果の提供は難しく，実用には耐えない． 
 そこで本研究では，ある程度の精度で自動的に学習者の記述内容を評定するためのアルゴリ
ズムの開発に探索的に取り組んだ．研究期間中，３つのアルゴリズムを試してみたが，本報告
書執筆時点ではいずれも採用には至らず，継続して検討を続けている． 
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